




























弥生時代の船
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各地の古墳の埴輪の船絵

(1 3) 

(参考資料3)

札J I 

ふι」
竹ホマ

6京tlIカヲヰガ岳2号2



丸木舟と準構造船 (参考資料4)
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19世紀の北方民族の丸木舟

古墳時代の準構造船復元模型
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古墳時代の準構造船の部材

出土した古墳時代の準構造船

(大阪・久宝寺遺跡・4世紀)

古墳時代の準構造船の船形埴輪(大阪・土師の里遺跡・5世紀)
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準構造船から構造船への発展(石井謙治監修『日本の船を復元する』学研2002 p23より)
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江戸時代の構造船(弁才船(俗称干石船))の構造(同上書p122より)
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原始・古代の船の変遷
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